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初めに 

 今月は今やっている活動について書いていこうと思う。 

 

次の留学生のために 

 私は次の留学生が今よりも有意義に生活して欲しいと思っている。なぜなら他の人には辛い経験

をして欲しくなく、ましてやパスポート紛失などの無駄な事で時間を割いて欲しくないからである。

そこで次の留学生のためにできる事を考えた。 

 

事故時の対応マニュアルの作製 

 まず始めに考えたのが事故時の対応である。これは私だから作製出来る物であるし、私が事故を

起こしたとき最も欲しかった物だからである。これをまず作製した。パスポート紛失時の対応の仕

方については、簡単な物だが国際交流室に送った。必要であれば国際交流室に行けばもらえるはず

である。今後は留学で必要な物や注意点、事故時の対応などについての Web ページを作り、誰で

も見られるようにする予定である。 

 

物の継承 

 こちらに来て困ったのが部屋の電気から寝具など色々そろえなければならない事である。これだ

けで結構なお金を使い、料金はサンダーバード金沢−大阪間の往復チケットは簡単に買えるくらいで

ある。工大の就活支援バスなら頑張れば 10 回以上大阪にいけると思う。そしてその９ヶ月後には

誰かにあげるか、最悪捨てるかになる。これは非常にもったいないと感じ、どうせなら次の留学生

あげようと考えた。そして、私は日本に帰る際、冷蔵庫などを置かしてもらえる友人を見つける事

ができた。 

 

だが、これには一つ問題があり、私の友人は来年、卒業してしまうという事だ。これでは来年の留

学生にはあげられても、その次にはあげられる保証はない。次の留学生も同じ事をすれば良いのだ

が、置かしてもらう事は相手にとって迷惑のかかる事でもある。 

 

部活を作るとメリットが！ 

 そこで色々な人に相談した結果、部活を作ると部室がもらえる事を発見した。作るに至って色々

と面倒な事があるが、部活を作れば部室だけでなく、ネイティブスピーカーの友人も入ってくれる

事になっているため二つのメリットがある。今は秋の学期が終わったばかりでここまでしか報告出

来ないが、冬学期に本格的に動き部室を手に入れられるよう頑張っていく。 

 

今の自分にできる事 

 正直私は焦っていた。なぜなら、留学でした事と言えば、事故処理だけであったからだ。何をし

に留学にきたのだ… 

 

これではさすがにダメだと思い、考えた。考えすぎて余計に辛くなったため、アメリカらしい事、

アメリカに居るからできる事、お金を少しでもうみたい、と3つに絞り、次に自分にできる事を考

えた。出た物はWeb制作、動画制作、DJ、VJ…なぜか悲しくなった。もう少し頑張っていれば…

など変な事を考えたが、愚痴を言っていても前に進まないので、この中で考えたのが、DJ ができ
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るならパーティーができるのでは？と考え色んな人に相談し、とりあえず頭を動かすのではなく行

動してみた。 

 

場所、料理、音楽、人 

 まずパーティーをやるにしても場所が必要であるため場所の提供者を探すと、広いアパートに引

っ越した人が居り、その人は料理もできる。これはやるしかないなと思い、すぐに声をかけ、彼は、

料理と場所を提供してくれることになった。パーティーの詳細は、お客さんは$10払うか飲み物を

持ってくるという設定でホームパーティーをする事が決定した。後は実行するのみだけである。 

 

次に活かす 

 結果的に成功に終わったが、問題もいくつかでた。問題は床が揺れうるさいと近所から苦情があ

り注意。外国のパーティーはみんなが踊りまくるため床が揺れる現象が起こる。…困ったもんだぜ。 

 

今後パーティーをする際、警察が来ても注意だけで終わるために、騒音対策や、未成年の飲酒、薬

についてもしっかり考え、後は細かな問題も解決していくという方向で反省会が終わった。 

 

ここはアメリカである。考えすぎくらいがちょうどいい。 

 

今後していく事 

 今後していく事は部活を作り、部室を手にいれること、アメリカらしい事をやっていき、他にも、

今こちらで日本の製品のプロモーションをやっている。それについては来月の報告書に書いていこ

うと思う。全て今やりはじめた事ばかりなので報告出来る事は少ないが、ここでカッコいい事を言

っているからには結果を残さなければいけない。結果が残せるように頑張っていきます。 

 

これで11月の報告書を終わります。 


